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クラムプ博士の來朝
　去る十月十五日，米國からクリフオド・シー・クラムプ博士εいふ天文學
者が横目へ來着しナここミを新聞で見た．クラムプ氏ε言へば自分の蕗知の
人であって，かつて1923年九月のカリフオニァ海岸の日蝕観測には，共に
ヤーキース隊の一一員ミなって，幾十臼の間，カタリナ島に起居を共にしfe
事もある．（「天界」第39號第130頁参照）來朝εあれば迎えすぱなるまいS
思ひ，すぐ東京帝國ホテル宛に下の電報を迭つた．
　　WE：LCOME　SORRY　ABSENT　FROM　FR工DAY　Ig　TH　UNTIL
　　FRIDAY　26TH　YAMAMOTO　KYOTO　UNIVERSITY　OBSERVA－
　　TORY
ちょうさ自分は九州へ出張する日が近くに迫ってゐナこので，其の不在中に
京都へ來られては残念だからミいふ意味を含めたのであったが，さうした
ものか，返事が來ない，不安のまN，自分は出立して了つた．
　自分は十月二十五日，（豫定より少しく早く），●京都へ蹄つた．クラムブ
氏の事が多少心懸りであったからでもある．婦宅して，夕六時頃，都ホテ
ルへ電話をかけて見ナこミころ，『クラムプεいふ方は則る二十一日から來
泊してゐられナこが，今日午後，神戸へ向け出立せられましk．船が明日出
帆するのです．駅戸で多分今夜はオリエンタル・ホテル泊りでせう』ミいふ
返事．「それでは」ε，早速，電話を紳戸のホテルにかけたざころ，ちょう汐
クラムプ氏が在室せられたので，幸ひ直接に談話するこミが出來，『取り
敢へす，明朝こちらから御訪ね致しますJ『オーライ．サンキュー』で電
話を切った．
　翌二十六日，自分は英子ミ共に七時の汽車にのり，三宮からオリエンタ
ル9ホテルへ正九時に到着．ちょうE“朝食：後のクラムプ氏に面會しtc．例
の通りの元中な，やさしみのある顔である．挨拶に次いで，カタリナ以來
の話，ヤーキース天文皇の話，フロスb夫妻から吾々雨人への傳言，ハー
ゾードの話，ヨーロッパ族行の話なさ，監きない．一一クラムプ氏は米國
オノ、ヨ州デラエア市にあるオノ、ヨ・エスレイ大學の教授で，同大墨パーキ
クラムプ博士の來朝 61
ンス天文毫長の職にある．かつて，ミンガン大學天文皇で，セフ工座A“；星の
スペクトル観測により車線速度の研究をした人である．自分が1923年の春
米國クリーブランド市のワーナー・スエージー會杜を訪ねte時，同署肚が
パーキンス天文皇のために「六十一・吋」口径の大反射鏡を作ってみるのを見
たこSがある．此の器械の事を，此の日，クラムプ氏に聞いて見たεころ
が，氏は『あれは鏡面が英人コンモン作のもので，ふちに少しく傷がある
ため，其れを作りかへるこξになりましナこ，幸ひワシントンのスタンダー
ド局で可なり大型の硝子材を作りましfこので，其れを今ピツバーグ市のフ
エカー會吐で磨いてゐます．こん曹のは口径七十吋です．此の工事が今進
行中なので研究の暇を得ナこのを幸ひ，北京大學へ今から講演に行くのです』
　　騰鎌．　，、・　　tt　「　、k、　　　／、／』　．　，難
ー?????????
　　霧撫覇麟
灘　『するミ，今までの六十吋のフレームは習うなります？』
　『あれは當分私の天文皇に持ってるますが，使ひ道が無いので，隣しい人
があれば譲るつもりです」
　『北京の講演後は？』
　『北京の講演を終れば，海路インドに渡り，カルカッタ大學や，ハィデラ
バド天文墓等を訪ふた後，ヨーロッパへ行って諸所歴訪し，照年の春は英
國ケンブリヂ大學のエデントン教授の所で暫く足を停め，五月頃に米國へ
至るつもりです．』
　『それでは日本へは最早や來られませんネ』
62 クラムプ博士の來朝
　『來られません．それで，京都の天文肇を御訪ねしなかった二εも残念で
なりません』
　『東京天文皇は如何でしナこ？」
　『東京天文墓も訪ねるひ三が出堕す｝從って東京の天文學者には一人も
會ひませんでした．一日電話をかけて屍ましたが，何だか言葉が通じない
ので其のまX切って了ひましfc．しかし本郷の大學構内は丁寧に拝見しま
した．理詰部の建築の屋上に小さいhランシb室があるのも見ましナこ．』
　『εきに，ミスタ・クラムプ，來年の東洋の日食観測に米國から來られる
人々は誰々でせう．九月のA．AS．の會合で何か相談がありましたか？』
　『さうさう，九月のA．A．S．の會には貴君の論文が代讃されましナこよ．一一
日食については何も相談はありませんでした．噂に聞いた所では，こんさ
は米國から飴り大勢やつて來ないやうです．勿論　リクミ井ルソン山εか
らは必ず來ませう．リク天文皇は毎年の日食を峡かさす必ず観測する方針
でみるのは御承知の通りです．叉，井ルソン山の人人は近頃日食にも非常
に野心なやうです．しかし，其のほか，ヤ・一・■一ス，ワシンFン，ハーヅ
ードあfeりの天文肇から観測隊が派遣されるか如何か知りません．」
　『ワシントン天文毫は今まで日食には可なり熱心だったようですが！？』
　『そうです，しかし，　ワシントンでは近頃天文壼長が交代しましたから
多少方針が憂るらしいです．一一一一日本からは？』
　『行きkいε思って奔走はしてゐますが，未だ確かではありません』
　こんな談話をしてみるうちに，般の出帆時間も迫って來fcので自分等は
『計いつか御目にかNりませう，アメリカでか，日本でか，グドバイ』ご言
ひ交して，＊テルを僻しナこ．（山本一一清）
　　　　　　分裂し7ζ星Nova　Pictorisの；其の後
　本年の春，二つに裂けた亡の評判で世界中を騒かせた此の新星は，去る
十月から南米南阿あたりの塞に又々見えて來た．英國Daiy　Telegraph通
信によれば，ジョノ、ネスバーグ天文皇の：Finsen，　Van　den　Bos爾氏は，裂け
ナこ二つの部分が二食遽ざかりつNあるこεを認め・目下熱心に観測を綾け
てるるεいふ，（本誌第87號第27与頁歩哨）
